
【ふくしの森プラン推進事業】

＜飯能市地域福祉審議会の開催＞

＜飯能市地域福祉計画推進庁内連絡会議の開催＞

＜第２次はんのうふくしの森プラン推進市民会議の開催＞

＜地域福祉推進組織の活動・設立支援＞

　・なぐり広場（名栗地区） 　・加治東ふれあい広場（加治東地区）

　・たすけあいあがの（吾野地区）　・ふくしの森・東吾野（東吾野地区）

　・ささえあい南高麗（南高麗地区）

＜第３次ふくしの森プランの策定＞

・

・ 市内13地区の内、12地区で地区別ふくし懇談会を開催した。（参加者436名）

・

配布数　　　： 3,439通
回収率　　　： 55.7％
配布数内訳：一般市民2,000通、児童・生徒とその保護者1,056通、福祉事業所136通、
　　　　　　　　ボランティア団体51通、一般企業・商店196通

３ 民生費 １ 社会福祉費

主管課

 また、組織未設置の地区において設立を支援した結果、あさひやまライフネット（美杉台地
区）が3月24日に設立した。

　地域福祉の普及・啓発を行うとともに、地域福祉に関心のある市民を増やすため、第２次は
んのうふくしの森プラン推進市民会議を6回開催し、地域における取り組みについて意見交換
を行った。

地域・生活福祉課

一  般  会  計

款 項 目

１ 社会福祉総務費

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

　名栗、加治東、吾野、東吾野、南高麗地区の地域福祉推進組織に対して補助金を交付し、
活動を支援した。各組織とも、サロン活動や地域の支え合い活動など、地域特性に応じた課
題に年間を通じて活発に取り組んだ。

第３次飯能市地域福祉計画策定委員会を3回、第３次飯能市地域福祉計画策定庁内検討
会議を1回、第３次飯能市地域福祉計画策定庁内検討会議作業部会を2回開催した。

　飯能市地域福祉審議会を3回開催し、第２次はんのうふくしの森プランの平成28年度進捗状
況及び平成29年度以降の取り組みについて審議を行った。
　また、第３次はんのうふくしの森プランの策定に関する提言を行った。

　第２次はんのうふくしの森プランに基づく庁内の連携、総合調整を行うため、飯能市地域福
祉計画推進庁内連絡会議を1回開催した。

市民や事業所等の地域福祉に対する意識等を把握するため、アンケート調査を実施した。
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【民生委員・児童委員活動事業】

　民生委員・児童委員の欠員補充に関する民生委員推薦会を2回開催した。

○民生委員・児童委員の活動状況

　＜相談・支援件数(内容別）＞ 　＜その他の活動件数等＞

　＜活動日数＞

　＜相談・支援件数（分野別）＞

2,926

4,071

4,512

9,607

6,251

834

委 員 相 互

在 宅 福 祉

238

23

15,291

8,013

11,0613

件

健 康 ・ 保 健 医 療 地 域 福 祉 活 動 ・ 自 主 活 動

内　    容 件数 内   　 容 件数

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

　民生委員・児童委員（平成29年4月1日168人、平成30年3月31日現任数169人）に報償費を支出
するとともに、飯能市民生委員児童委員協議会に補助金を交付した。

　飯能市民生委員児童委員協議会では、研修等を通じて各委員の知識や技能の習得を図り、ま
た、相談支援等日常の活動を通じて地域福祉の推進を図った。

件

調 査 ・ 実 態 把 握

介 護 保 険 行事・事業・会議への参加協力

71

95

民 児 協 運 営 ・ 研 修

211

45子 育 て ・ 母 子 保 健

子 ど も の 地 域 生 活 証 明 事 務

子どもの教育・学校生活 要保護児童の発見の通告・仲介

289

275

48

1,018

生 活 費
訪 問 回 数

訪問・連絡活動

年 金 ・ 保 険 そ の 他

63

10

110

その他関係機関家 族 関 係

高 齢 者 に 関 す る こ と

障 害 者 に 関 す る こ と 306

分  　  野

1,430

住 居

生 活 環 境

件数

件

72

日 常 的 な 支 援

そ の 他

計

616

2,926

481

子 ど も に 関 す る こ と

そ の 他

59,901

活　　動　　日　　数

計

仕 事 連 絡 調 整
回 数

24,334日

709

計
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【社会福祉助成事業】

○社会福祉関係団体への助成

飯能市社会福祉協議会ほか、社会福祉関係団体に負担金や補助金を交付し、支援した。

【中国残留邦人等支援給付事業】

○支援対象者2人への訪問面談等の実施及び支援給付金を支給した。

 ＜扶助別支援給付金支給状況＞

【震災避難者支援事業】

○相談受付及び避難者の状況

平成30年3月31日現在の避難者数

・　12世帯31人

○避難者の臨時雇用

避難者の自立を支援するため、避難者を臨時職員として直接雇用した。

文化財調査員

作業員

○避難者に対する支援

勤務先 雇用期間 内容

生涯学習課 平成29年4月1日～平成30年3月31日
2人

観光・エコツーリ
ズム推進課

平成29年4月1日～平成30年3月31日
1人

　避難者へ寄せられる様々な支援情報を集約し、「避難者へのお知らせ」として、14回発行した。

世帯

2020 20

20 20

199,705 20

世帯 人

1,468,510 20

世帯数

世帯数金  額

20

人

0

20

世帯数 人員 入院

円

人員

入院外

600,880

円 世帯

世帯

人員

736,700

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

人

介護支援給付金 医療支援給付金

人

住宅支援給付金生活支援給付金

金  額人員

人

金  額

人 円

金  額

世帯数

円
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【総合福祉センター施設管理運営事業】

【主管課：地域・生活福祉課、障害者福祉課、介護福祉課、子育て支援課】

○利用状況

　総合福祉センターの施設・設備等について、適正な維持・管理を実施し、利用者サービスの向上を
図った｡

民生費 １ 福祉センター費

個 人 合 計
件 数 人 員

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

款 項

施 設 名
団　　体

主管課 地域・生活福祉課

一  般  会  計

目

３ ６社会福祉費

件 人 人 人

35,279

身体障害者福祉センター 488 3,587 462 4,049

合 計

老 人 福 祉 セ ン タ ー 1,808 27,333 14,064 41,397

児 童 セ ン タ ー 492 10,641 24,638

そ の 他 1,159 17,541 17,541

3,947 59,102 39,164 98,266
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○事業の開催

＜身体障害者福祉センター＞

① 理 学 療 法 士 指 導 12 105

　身体障害者に対して更生を援助し、各種の相談に応じ、生活の安定の向上を図るほか、下
記の事業を行った。

事 業 区 分 事 業 数 開 催 回 数

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

延べ参加人数

① 相 談 、 援 助 機 能 の 強 化

回

② 交 流 事 業 の 推 進 4 35

【主管課：障害者福祉課】

④ パ ラ リ ン ピ ッ ク ス ポ ー ツ 体 験 会 1 107

10 940 2,263

事業

802

625

④ 障害者スポーツ及び創作的活動の普及 4 35 584

人

③ ボランティアの養成及び連携 4 69

合 計 23 1,167 4,362

事 業
区 分 事 業 名 開 催 回 数 延べ参加人数

回 人

① 遠 隔 手 話 タ ブ レ ッ ト 端 末 の 配 置 2 2

① 療 育 音 楽 教 室 21 77

① 平 日 訓 練 164 585

生 活 行 動 訓 練 1 20

① 送 迎 サ ー ビ ス 675 1,147

①

23手 話 奉 仕 員 養 成 講 座 基 礎 課 程

③ 点 訳 ボ ラ ン テ ィ ア は じ め の 一 歩 講 座

③ 手 話 奉 仕 員 養 成 講 座 入 門 課 程 18 117

① サ ロ ン 活 動

② 交 流 七 夕 飾 り （ 3 セ ン タ ー 共 通 ）

② 脳 ト レ ゲ ー ム （ 3 セ ン タ ー 共 通 ）

5 15

③

③ 手 話 奉 仕 員 養 成 講 座 基 礎 上 級 課 程 23 325

345

④ 福 祉 ス ポ ー ツ 大 会 1 281

④ パ ラ ス ポ ー ツ ・ ボ ッ チ ャ 教 室 9 144

④ 障 害 児 書 道 教 室 24 52

88 88

合 計 1,167 4,362

⑤

⑤ 日常生活用具による生活支援 1 88 88

車 い す の 貸 出

① ヘ ビ ー ハ ン ズ 教 室

14 188

19 253

② 年忘れゴージャスバルーンショー（3センター共通） 1 166

② 新春交流フェスティバル（3センター共通） 1 18

1 12

23 118

① 書 道 教 室 21 157

① 陶 芸 教 室 20 40
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＜老人福祉センター＞

331

④

ガ ー デ ニ ン グ ボ ラ ン テ ィ ア

そ ろ ば ん 講 座

② 実 用 書 道 講 座 4

脳 ト レ ゲ ー ム （ 3 セ ン タ ー 共 通 ）

う た ご え 教 室 12

4

12

総 合 福 祉 セ ン タ ー 発 表 会 2017 1

19

4 35 625

回 人

14

回 人

共 催 事 業 の 推 進

③ 創 作 品 展 14 184

事業

生活、健康等の相談及び見守り 2 244 4,902

教 養 の 向 上 4 32 968

延べ参加人数

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

①

1 1 155

③

【主管課：介護福祉課】

　趣味、楽しみの講座等を実施することにより、気軽に利用できる交流の場を提供し、利用者の
心身の健康増進を図った｡

事 業 区 分 事 業 数 開 催 回 数

②

②

事 業 名 開 催 回 数 延べ参加人数

211

合 計 13 331 6,861

⑤

52

27

① 4,865

546

ご き げ ん 体 操 243

324

合 計

⑤ 交 流 七 夕 飾 り （ 3 セ ン タ ー 共 通 ）

②

5③

46

④ 地域高齢者リーダーの養成

6,861

生 き が い づ く り 活 動 の 推 進

⑤

⑤

2 19

② む ー ま ワ ク ワ ク 体 操 教 室

155

① 腰 痛 予 防 講 座 1 37

事業
区分

253

新春交流フェスティバル（3センター共通） 1 18

188

⑤ 年忘れゴージャスバルーンショー（3センター共通） 1 166
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＜児童センター＞

　児童センターでは、健全な遊びを通じて、児童の健康増進及び情操の向上を図った。

人

③ 楽 し い 茶 道

事 業
区 分 事 業 名 開 催 回 数

①

イ ー ス タ ー エ ッ グ を さ が せ

18

サ イ エ ン ス ク ラ ブ

307 7,385

⑦ 共 催 事 業 の 推 進 5 37

事 業 数

4 20

702

合 計

③

38

11

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

開 催 回 数事 業 区 分

【主管課：子育て支援課】

延べ参加人数

① 73

回

32

6

③ 豊 か な 情 操 の 育 み 6

②

事業

263

1,429

④ 子 育 て 家 庭 の 支 援 8 71 2,549

遊 び の 提 供

701健 康 の 増 進

111

⑥ 地域との連携、市民との協働 8 60 1,630

14児 童 の 居 場 所 提 供 1⑤

延べ参加人数

7 48

① 工 作 タ イ ム 20 206

回 人

50

① チ ャ レ ン ジ タ イ ム

① こ ま 回 し 特 訓 ウ ィ ー ク 10 79

2

①

①

585

46116

ハ ロ ウ ィ ン ウ ィ ー ク

1 13

②

ト コ ト コ キ ッ ズ た い そ う １ 期 5 202

ト コ ト コ キ ッ ズ た い そ う 3 期 5 212

② 親 子 で リ ト ミ ッ ク

ト コ ト コ キ ッ ズ た い そ う 2 期 5 159

②

2 54

リ ア ル 野 球 盤 大 会

②

レ ザ ー ク ラ フ ト 体 験

32

102

59

2 61

1 27

1 32

③ 夏 休 み 将 棋 教 室 5

楽 し い サ ン ド ブ ラ ス ト 2

1

③

い っ し ょ に あ そ ぼ う

③ わ く わ く ク リ ス マ ス パ ー テ ィ ー

22③ 中 高 生 デ コ レ ー シ ョ ン 体 験
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1 20

事 業
区 分 事 業 名 延べ参加人数

め だ か ク ラ ブ 1 期 1 組 ・ 2 組 （ 1 歳 児 ） 12

90

13

10

77

612

開 催 回 数

67

新春交流フェスティバル（3センター共通）

出 前 児 童 館

⑦

⑦

19

2

1

14

1

1

7,385

④ い る か ク ラ ブ 1 組 ・ 2 組 （ 2 歳 児 ）

⑦

⑦

⑦

⑥

11114

⑥ 遊 び の ひ ろ ば 「 か ざ ぐ る ま 」

428

お も ち ゃ の 病 院

脳 ト レ ゲ ー ム （ 3 セ ン タ ー 共 通 ）

年忘れゴージャスバルーンショー（3センター共通）

癒 し の タ ッ ピ ン グ タ ッ チ

学 生 及 び 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア

1

5

23

交 流 七 夕 飾 り （ 3 セ ン タ ー 共 通 ）

3

合 計

児 童 セ ン タ ー 夏 ま つ り

19

88

⑥

253

166

⑥ 子 ど も 囲 碁 教 室

⑥

307

子 ど も 将 棋 ク ラ ブ 20

262

め だ か ク ラ ブ 2 期 （ 1 歳 児 ） 6 163

6

親 子 ミ ニ フ ェ ル ト リ ー ス 作 り

8021

④ フ ォ ト ね ん ね 831

⑥ 遊 び の た ん け ん 隊 3

④ 親 子 で に こ に こ タ イ ム

⑤

④

⑥

イ ベ ン ト ス タ ッ フ

④ か め さ ん タ イ ム

18

188

100

63

科 学 工 作 教 室

5 30

52

⑥

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

④

④ ス マ イ ル フ ォ ト 5

233

325

10

④
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【南高麗福祉センター施設管理運営事業】

市民の世代間交流の場、地域のボランティア活動支援の場として、年間を通じて施設提供を

行った。

地域のサークル活動利用のほか、子育て相談「おでかけ広場」や参加自由のサロン活動など

も開催された。

＜施設の概要＞

主な部屋 ： 会議室1、会議室2、調理室、工房、相談室、図書室、コミュニティルーム、浴場、

和室1、和室2、多目的ホール

利用時間 ： 午前9時～午後5時

休館日　  ： 月曜日・祝日・年末年始

利用料    ： 無料

＜利用状況＞

施設全体

浴場 送迎車

8,106

人 人 人

市外

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

11.1 1.7 16.6 2.0 27.8

運行回数 利用者数

3.8

3,255 504 4,851 593

市内 市外

人 人

1,097

合　　計

市外市内

団体利用者数

人

１日平均

開館日数

日 人

人

個人利用者数

市内

人

292

人 人

人

１日平均
人

人

人

221 3,587

16.2

316 1,437

4.5

開放日数

１日平均

人日

入浴者数

回
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【原市場福祉センター施設管理運営事業】

市民の世代間交流の場、地域のボランティア活動支援の場として、年間を通じて施設提供を

行った。

地域のサークル活動利用のほか、見守りの一環として手作り弁当を配送する「ひまわりの会」

や参加自由のサロン活動なども開催された。

＜施設の概要＞

主な部屋 ： 会議室1、会議室2、作業室、相談室、調理実習室、食堂、研修室、図書室、

教養娯楽室、和室、浴場、くつろぎコーナー、デッキ

利用時間 ： 午前9時～午後5時

休館日    ： 月曜日・祝日・年末年始

利用料    ： 無料

＜利用状況＞

施設全体

浴場 送迎車

開放日数 入浴者数

１日平均
人

開館日数
市内

人

人 人

人

6,471

28.1

509

20,140

1,899

市外 市内

人日 人 人

292 8,226 52 11,914 170

人

団体利用者数個人利用者数

222

28.2 0.2 40.8 0.6 69.0 0.8

市外 市内 市外

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

日 人

１日平均
人

230

人人 人 人

１日平均
3.7

運行回数 利用者数

回 人

合　　計

130



【臨時福祉給付金給付事業】

平成26年4月からの消費税引き上げに伴い、所得の低い方への影響を緩和するため、暫定

的・臨時的な措置として臨時福祉給付金を支給した。

○臨時福祉給付金

申請受付期間：平成29年3月15日（水）～6月15日（木）

支給額 ： 対象者1人につき15,000円

支給人数 ： 9,459人

支給対象者： 平成28年度市民税（均等割）が課税されていない方

※ご自身を扶養している方が課税されている場合や、生活保護制度の被保

護者等の場合は対象外。

３ 民生費 １ 社会福祉費 7
臨時福祉給付金
費

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

主管課 地域・生活福祉課

一  般  会  計

款 項 目
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【生活保護管理事業】

 ○生活保護制度の適正管理、就労支援等の被保護者への支援、相談などに係る事業に取り

組んだ。

　 生活保護管理に必要な経常的事業を実施した。　

被保護者へ就労支援を実施した結果、就労を開始した者及び増収した者が25人、その

うち6人が保護廃止となった。

 ・生活保護相談事業

生活保護の面接相談員を配置し、年間で延べ290件の相談を受け、そのうち99件が

保護申請に至った。

 ・診療報酬明細書等点検充実事業

レセプト等31,855枚を点検した。　　

【生活困窮者自立支援事業】

 ○平成27年4月より施行された生活困窮者自立支援制度の必須・任意事業を実施した。

生活に困っている方が生活保護に陥ることなく、早い段階で自立した生活に戻れるように

専門性を有する支援員（主任相談支援員、相談支援員・就労支援員）が相談に応じた。

ができるように、期限付きで家賃相当額を支給する制度。平成29年度は申請なし。

３ 民生費 ３ 生活保護費 １ 生活保護総務費

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

　＜生活保護管理事業＞

　＜被保護者就労支援事業＞

　＜生活保護適正実施推進事業＞

主管課 地域・生活福祉課

一  般  会  計

款 項 目

　＜自立相談支援事業（必須）＞

・新規相談件数　68件　そのうち、プラン作成件数　15件

・就労支援対象者数　10件　そのうち、就労者数　4件

＜住居確保給付金支給事業（必須）＞

離職により生活に困って住居を失った方や、住居を失う恐れの高い方に、安定した就職活動
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＜学習支援事業（任意）＞

　なお、3年生6人中、全員が高校に合格した。

＜家計相談支援事業（任意）＞

家計状況を「見える化」し、家計改善を目指す支援を行った。

相談者　　　 　　　　28人

延べ相談回数　　　31回

実施日数　　　　　　24日

19 848

5 68

生活保護世帯の中学生、生活困窮世帯で支援を必要とする中学生等を対象に学習支援

実人数 延べ人数

学習補助員

17 789

教室を週2回、延べ107回開催し、高校進学に向けた支援を行った。

参加者数

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

学生ボランティア

人 人
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【生活保護扶助事業】

 ○生活保護法の運用については、適正実施に努め最低生活の保障と自立助長を推進した。

    ＜保護の開始・廃止等＞

　※被保護者(延べ)には、停止中(11世帯12人）を含む

    ＜扶助別保護費支給状況＞

世帯数 世帯数

◎上記、表中の件数・世帯数・人数については、福祉行政報告例（平成30年4月1日）による。

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

主管課 地域・生活福祉課

一  般  会  計

款 項 目

３

保  護 保護申請に係る結果 保護廃止状況 被保護者(延べ) 被保護者(年度末)

民生費 ３ 生活保護費 ２ 扶助費

申請数 保護廃止世帯数 世帯数 人員 世帯数 人員取下・却下 保護開始世帯数
件 件 世帯 世帯 世帯 人 世帯 人

99 14 82 78 7,544 10,389 638 868

生活扶助 教育扶助 住宅扶助

世帯数 人員 金額 人員 金額 人員 金額
世帯 人 円 世帯 人 円

6,393 8,913 406,717,139 418 643 6,997,644

入院外 金額 世帯数

世帯 人 円

6,025

世帯 人 円

8,288 212,916,652

医療扶助 介護扶助

世帯数 人員 入院

5,900 723,472,943 1,541

人員 金額
世帯 人 人 人 円

金額

1,599 24,510,619

出産扶助 生業扶助 葬祭扶助 施設事務費

5,557 6,697 797

金額
人 円 人 円 人 円 人 円

人員

0 217 3,488,550 13 2,852,572

人員金額 人員 金額 人員

11 492,115

36 5,984,220

就労自立給付金

世帯数 金額
世帯 円

0
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